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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの操作インターフェイスを備えるグラフィカルユーザーインターフェイ
スを表示する表示装置と、
　入力操作を受信する入力装置と、
　プロセッサと、
を備えてなる記録確立システムであって、
　前記プロセッサは、表示駆動ユニットと、入力検知ユニットと、モデル確立ユニットと
、を備え、前記表示駆動ユニットは、前記操作インターフェイスにおいて少なくとも１つ
の第一種類記録を表示し、前記第一種類記録は第一内容を備え、前記入力検知ユニットは
、前記操作インターフェイスで行われる少なくとも１つの入力操作を検知し、前記モデル
確立ユニットは、前記入力操作に基づいて、前記少なくとも１つの第一種類記録の選択さ
れた第一内容を１つの第二種類記録の第二内容に転換し、且つ前記第一種類記録のユーザ
ー表示を、前記第二種類記録のユーザー表示に転換し、
　前記プロセッサは、事項処理ユニットを更に備え、前記入力検知ユニットは、前記第二
種類記録を第二種類記録の中のユーザー表示と対応するユーザーに発信するかどうかを判
断し、及び他の関連ユーザーのユーザー表示を増加するかどうかを判断し、前記関連ユー
ザーのユーザー表示を増加する場合、前記モデル確立ユニットは、前記関連ユーザーのユ
ーザー表示を前記第二種類記録のユーザー表示内に増加し、前記事項処理ユニットは、増
加された前記関連ユーザーのユーザー表示がサーバにあるユーザー表示表に記憶されてい
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るかどうかを判断し、前記増加された関連ユーザーのユーザー表示が前記ユーザー表示表
に記憶されていない場合、前記事項処理ユニットは、前記増加された関連ユーザーのユー
ザー表示と対応する通信方式によって、前記第二種類記録を前記増加された関連ユーザー
に発信することを特徴とする記録確立システム。
【請求項２】
発信する場合、前記事項処理ユニットは、前記第二種類記録をその中にあるユーザー表示
と対応するユーザーに発信することを特徴とする請求項１に記載の記録確立システム。
【請求項３】
　前記増加された関連ユーザーのユーザー表示が電話番号である場合、前記事項処理ユニ
ットは、ショートメールによって、前記第二種類記録を前記増加された関連ユーザーに発
信し、前記増加された関連ユーザーのユーザー表示がメールアドレスである場合、前記事
項処理ユニットは、電子メールによって、前記第二種類記録を前記増加された関連ユーザ
ーに発信することを特徴とする請求項１に記載の記録確立システム。
【請求項４】
　前記入力検知ユニットは、前記第二種類記録に前記第二種類記録と関連する関連情報を
増加するかどうかを判断し、前記関連情報を前記第二種類記録に増加する場合、前記モデ
ル確立ユニットは、前記関連情報を前記第二種類記録に増加することを特徴とする請求項
２に記載の記録確立システム。
【請求項５】
　前記入力検知ユニットは、前記関連情報を更新するかどうかを判断し、
　更新する場合、前記事項処理ユニットは、前記関連情報に基づいて前記第二種類記録が
周期的に実行されるかどうかを判断し、
　前記第二種類記録が周期的に実行される場合、前記事項処理ユニットは、表示駆動ユニ
ットを介して、前記第二種類記録又は前記第二種類記録の今回の実行時間を更新するかを
ユーザーに質問し、
　前記第二種類記録を更新する場合、前記事項処理ユニットは、サーバを介して前記第二
種類記録に関する全ての要請されたユーザーに、前記第二種類記録が更新されたと通知し
、
　前記第二種類記録の今回の実行時間を更新する場合、前記事項処理ユニットは、サーバ
を介して前記第二種類記録に関する全ての要請されたユーザーに、前記第二種類記録の今
回の実行時間が更新されたと通知し、
　前記入力検知ユニットは、前記関連情報を削除するかどうかを判断し、
　削除する場合、前記事項処理ユニットは、前記関連情報に基づいて前記第二種類記録が
周期的に実行されるかどうかを判断し、
　前記第二種類記録が周期的に実行される場合、前記事項処理ユニットは、前記表示駆動
ユニットを介して、前記第二種類記録又は前記第二種類記録の今回の実行時間を削除する
かをユーザーに質問し、
　前記第二種類記録を削除する場合、前記事項処理ユニットは、サーバを介して前記第二
種類記録に関する全ての要請されたユーザーに、前記第二種類記録が削除されたと通知し
、
　前記第二種類記録の今回の実行時間を削除する場合、前記事項処理ユニットは、サーバ
を介して前記第二種類記録に関する全ての要請されたユーザーに、前記第二種類記録の今
回の実行時間が削除されたと通知することを特徴とする請求項４に記載の記録確立システ
ム。
【請求項６】
　前記事項処理ユニットは、前記第二種類記録の受信状態をフィードバックする事項フィ
ードバックユニットを更に備え、前記表示駆動ユニットは、前記第二種類記録の受信状態
のフィードバック情報を表示することを特徴とする請求項２から５の何れか一項に記載の
記録確立システム。
【請求項７】
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　前記モデル確立ユニットは、前記ユーザー表示表に基づいて、前記第一種類記録の第一
内容がユーザー表示を備えるかどうかを判断し、前記第一種類記録の第一内容がユーザー
表示を備える場合、前記第一種類記録が前記第二種類記録に転換される時、前記モデル確
立ユニットは、前記第一種類記録の第一内容に含まれるユーザー表示を前記第二種類記録
のユーザー表示に転換することを特徴とする請求項１から５の何れか一項に記載の記録確
立システム。
【請求項８】
　入力装置を介して、少なくとも１つの第一種類記録を選択するステップと、
　前記第一種類記録が第二種類記録に転換するかどうかを判断するステップと、
　前記第一種類記録が前記第二種類記録に転換する時、前記第一種類記録の第一内容を前
記第二種類記録の第二内容に転換し、前記第一種類記録のユーザー表示を前記第二種類記
録のユーザー表示に転換するステップと、
前記第二種類記録を前記第二種類記録の中のユーザー表示と対応するユーザーに発信する
かどうかを判断し、及び関連ユーザーのユーザー表示を増加するかどうかを判断するステ
ップと、
　前記関連ユーザーのユーザー表示を増加する場合、前記関連ユーザーのユーザー表示を
前記第二種類記録のユーザー表示内に増加するステップと、
　前記増加された関連ユーザーのユーザー表示がサーバにあるユーザー表示表に記憶され
ているかどうかを判断するステップと、
　前記増加された関連ユーザーのユーザー表示が前記ユーザー表示表に記憶されていない
場合、前記増加された関連ユーザーのユーザー表示と対応する通信方式によって、前記第
二種類記録を前記増加された関連ユーザーに発信するステップと、を備えることを特徴と
する記録確立方法。
【請求項９】
　発信する場合、前記第二種類記録をその中にあるユーザー表示と対応するユーザーの装
置に発信するステップと、を更に備えることを特徴とする請求項８に記載の記録確立方法
。
【請求項１０】
　前記増加された関連ユーザーのユーザー表示が電話番号である場合、ショートメールに
よって、前記第二種類記録を増加された関連ユーザーに発信するステップと、
　前記増加された関連ユーザーのユーザー表示がメールアドレスである場合、事項処理ユ
ニットは、電子メールによって、前記第二種類記録を増加された関連ユーザーに発信する
ステップと、を更に備えることを特徴とする請求項８に記載の記録確立方法。
【請求項１１】
　関連情報を、第二種類記録に増加するかどうかを判断するステップと、
　前記関連情報を、前記第二種類記録に増加する場合、前記関連情報を、前記第二種類記
録に増加するステップと、を更に備えることを特徴とする請求項８に記載の記録確立方法
。
【請求項１２】
　要請されたユーザーが前記第二種類記録を受信すると、前記第二種類記録の受信状態を
フィードバックするステップと、
　前記第二種類記録の受信状態を表示するステップと、を更に備えることを特徴とする請
求項９から１１の何れか一項に記載の記録確立方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録確立システム及び記録確立方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の技術において、スマートフォンやタブレット等の電子装置には、ＴｏＤｏやメモ
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などを含む様々な応用機能が搭載されている。しかし、現在、スマートフォンやタブレッ
トなどの電子装置に記録したい場合、ユーザーは手で入力しなければならないため、時間
が掛かる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、前記問題を解決し、簡単に記録を確立できる記録確立システム及び記
録確立方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために、本発明に係る記録確立システムは、少なく１つの操作イン
ターフェイスを備えるグラフィカルユーザーインターフェイスを表示する表示装置と、入
力操作を受信する入力装置と、プロセッサと、を備え、プロセッサは、表示駆動ユニット
と、入力検知ユニットと、モデル確立ユニットと、を備え、表示駆動ユニットは、操作イ
ンターフェイスにおいて少なくとも１つの第一種類記録を表示し、第一種類記録は第一内
容を備え、入力検知ユニットは、操作インターフェイスで行われる少なくとも１つの入力
操作を検知し、モデル確立ユニットは、入力操作に基づいて、少なくとも１つの第一種類
記録の選択された第一内容を１つの第二種類記録の第二内容に転換する。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明に係る記録確立システムは、第一種類記録を第二種類記録に直接転換するので、
第二種類記録を手で入力する必要がなく、時間を節約できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係る記録確立システムのブロック図である。
【図２】図１に示す記録確立システムが複数の装置に応用されることを示す図である。
【図３】図２に示すサーバのブロック図である。
【図４】図１に示すプロセッサのブロック図である。
【図５】図１に示す記録確立システムが、スマート装置に応用される状態を示す図であっ
て、第一操作インターフェイスを示す図である。
【図６】図１に示す記録確立システムが、スマート装置に応用される状態を示す図であっ
て、第二操作インターフェイスを示す図である。
【図７】図１に示す記録確立システムが、スマート装置に応用される状態を示す図であっ
て、第三操作インターフェイスを示す図である。
【図８】本発明の実施形態に係る記録確立方法のフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態に係る記録確立方法のステップ６の具体的なフローチャートで
ある。
【図１０】本発明の実施形態に係る記録確立方法のステップ８の具体的なフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１に示したように、本発明の実施形態に係る記録確立システムは、スマート装置６０
内で実行され、グラフィカルユーザーインターフェイス（ＧＵＩ）を表示する表示装置２
０と、ユーザーの入力操作を受信する入力装置３０と、異なる種類の記録を記憶する記憶
装置４０と、表示装置２０、入力装置３０及び記憶装置４０に接続されているプロセッサ
１０と、を備える。
【０００８】
　図２及び図３に示したように、スマート装置６０は、サーバ９０６を介して他のスマー
ト装置に接続される。例えば、第一装置９０７は、サーバ９０６を介して第二装置９０８
及び第三装置９０９と通信する。サーバ９０６は、処理モジュール９００及び記憶モジュ
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ール９０３を備える。記憶モジュール９０３は、ユーザー表示表９０５を備え、ユーザー
表示表９０５には、複数のユーザー表示が記憶される。処理モジュール９００は、制御ユ
ニット９０１を備える。制御ユニット９０１は、第一装置９０７、第二装置９０８又は第
三装置９０９から送信されるデータを受信し、該データを対応する他の装置に送信する。
【０００９】
　図４～図７に示したように、プロセッサ１０は、表示駆動ユニット１００と、入力検知
ユニット１０２と、モデル確立ユニット１０４と、事項処理ユニット１０６と、事項フィ
ードバックユニット１０３と、を備える。
【００１０】
　表示装置２０に表示されるＧＵＩは、第一操作インターフェイス６００、第二操作イン
ターフェイス６０１、第三操作インターフェイス６０９を含む複数の操作インターフェイ
スを備える。表示駆動ユニット１００は、第一操作インターフェイス６００、第二操作イ
ンターフェイス６０１及び第三操作インターフェイス６０９を表示するよう表示装置２０
を駆動する。本実施形態において、第一操作インターフェイス６００は、チャット応用プ
ログラムのインターフェイスであり、第二操作インターフェイス６０１は、スケジュール
応用プログラムのインターフェイスであり、第三操作インターフェイス６０９は、ノート
応用プログラムのインターフェイスである。
【００１１】
　第一操作インターフェイス６００は、第一記録６０２及び第二記録６０４を含む複数の
第一種類記録を表示する。本実施形態において、各第一種類記録は、第一内容及びユーザ
ー表示を備える。例えば、第一記録６０２は、第一内容６０６及びユーザー表示６０８を
備える。第二操作インターフェイス６０１は、１つの第二種類記録を表示する。第二種類
記録は、第二内容（例えば、図６に示す第二操作インターフェイス６０１の情報注釈区８
１９内に表示される内容）及び複数のユーザー表示（例えば、図６に示す第二操作インタ
ーフェイス６０１のユーザー要請区８０６内に表示される各ユーザー表示）を備える。本
実施形態において、第二種類記録は、他のユーザーと共有することができる。第二種類記
録は、関連情報、例えば場所、リマインド時間等を含んでもよい。第三操作インターフェ
イス６０９は、１つの第三種類記録を表示する。第三種類記録は、文字、図等のフォーマ
ットの内容により構成される。第三種類記録の第三内容は、複数のユーザー表示を備える
。
【００１２】
　第一種類記録又は第三種類記録が第二種類記録に転換されると、第一種類記録の第一内
容又は第三種類記録の第三内容は、第二種類記録の第二内容に転換される。第一種類記録
のユーザー表示又は第三種類記録のユーザー表示は、第二種類記録のユーザー表示に転換
される。第二種類記録が第一種類記録又は第三種類記録に転換されると、第二種類記録の
第二内容は、第一種類記録の第一内容又は第三種類記録の第三内容に転換される。第一種
類記録が第三種類記録に転換されると、第一種類記録の第一内容は、第三種類記録の第三
内容に転換される。第三種類記録が第一種類記録に転換されると、第三種類記録の第三内
容は、第一種類記録の第一内容に転換される。他の実施形態において、第二種類記録に関
連する情報は、第一種類記録の第一内容又は第三種類記録の第三内容に転換することが可
能である。
【００１３】
　具体的には、第一種類記録を第二種類記録に転換する時、ユーザーは、入力装置３０を
介して、表示装置２０の第一操作インターフェイス６００内に表示された第一記録６０２
及び第二記録６０４を選択する。この際、入力検知ユニット１０２は、ユーザーの入力操
作を検知し、表示駆動ユニット１００は、第一操作インターフェイス６００内において、
ナビゲーション区７１０を表示する。ナビゲーション区７１０には、複数のショートカッ
トアイコンが表示される。本実施形態において、ナビゲーション区７１０には、電話ショ
ートカットアイコン７００、ショートメールショートカットアイコン７０２、チャット応
用アイコン７０４、予定項目確立アイコン７０６及びノート確立アイコン７０８を備える
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。各アイコンは、１つの応用プログラムと対応しており、アイコンが選択されると、対応
する応用プログラムが実行される。
【００１４】
　予定項目確立アイコン７０６が選択された場合、ユーザーが新しい予定項目を確立した
いことを意味する。モデル確立ユニット１０４は、選択された第一記録６０２及び第二記
録６０４の第一内容を第二種類記録の第二内容に転換し、選択された第一記録６０２及び
第二記録６０４のユーザー表示を第二種類記録のユーザー表示に転換する。例えば、第一
記録６０２の第一内容が「Ｗｅ　ａｒｒｉｖｅｄ　ａｔ　ｔｈｅ　ｃｏｆｆｅｅ　ｓｈｏ
ｐ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｗｉｔｈ　Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅ．」であって、ユーザー表示が「Ａ
ｎｎａ　Ｌａｒｓｏｎ」であり、第二記録６０４の第一内容が「Ｈａｖｅ　ａ　ｎｉｃｅ
　ｄａｙ！」であって、ユーザー表示が「Ｊａｎｅ　Ｃｏｋｅｒ」である場合、モデル確
立ユニット１０４は、「Ｗｅ　ａｒｒｉｖｅｄ　ａｔ　ｔｈｅ　ｃｏｆｆｅｅ　ｓｈｏｐ
　ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｗｉｔｈ　Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅ．Ｈａｖｅ　ａ　ｎｉｃｅ　ｄａｙ！
」を第二種類記録の第二内容に転換し、「Ａｎｎａ　Ｌａｒｓｏｎ」及び「Ｊａｎｅ　Ｃ
ｏｋｅｒ」を第二種類記録のユーザー表示に転換する。その後、表示駆動ユニット１００
は、第二種類記録の第二内容及びユーザー表示を、第二操作インターフェイス６０１内の
対応する位置に表示させる。例えば、第二種類記録の第二内容を情報注釈区８１９内に表
示させ、ユーザー表示をユーザー要請区８０６内に表示させる。これにより、ユーザーは
、第一種類記録と関連する予定項目を確立する時、手で予定項目の内容を入力する必要は
ない。
【００１５】
　他の実施形態において、第一種類記録の第一内容が第二種類記録の第二内容に転換され
た時、モデル確立ユニット１０４は、サーバ９０６内に記憶されているユーザー表示表９
０５に基づいて第一内容を認識し、第一内容がユーザー表示(例えば、Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅ)
を備えているかどうかを判断する。第一種類記録が第二種類記録に転換された時、第一内
容に含まれているユーザー表示は、第二種類記録のユーザー表示に転換される。
【００１６】
　第一記録６０２及び第二記録６０４が選択された後、ノート確立アイコン７０８が選択
された場合、ユーザーがノートを確立したいことを意味する。モデル確立ユニット１０４
は、第一記録６０２及び第二記録６０４の第一内容を第三種類記録の第三内容に転換する
。この時、第三種類記録の第三内容は、例えば、「Ｗｅ　ａｒｒｉｖｅｄ　ａｔ　ｔｈｅ
　ｃｏｆｆｅｅ　ｓｈｏｐ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｗｉｔｈ　Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅ．Ｈａｖｅ
　ａ　ｎｉｃｅ　ｄａｙ！」である。表示駆動ユニット１００は、第三種類記録の第三内
容を第三操作インターフェイス６０９に表示する。本実施形態において、モデル確立ユニ
ット１０４は、サーバ９０６内に記憶されているユーザー表示表９０５に基づいて第三内
容を識別し、第三内容がユーザー表示(例えば、Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅ)を含むかどうかを判断
する。これにより、第三種類記録が第二種類記録に転換される時、第三内容に含まれてい
るユーザー表示は、第二種類記録のユーザー表示とされる。
【００１７】
　本実施形態において、第二操作インターフェイス６０１は、関連情報を増加するための
複数の関連区、例えば、タイトル区８００、実行時間区８０２、リマインド設置区８０４
、タイプ設置区８１１、重複設置区８１５、プライベート設置区８１７及び位置情報区８
０７を備える。モデル確立ユニット１０４は、タイトル区８００を介して、第二種類記録
のタイトルを増加する。これにより、要請されたユーザーは異なるタイトルの第二種類記
録を認識できる。モデル確立ユニット１０４は、実行時間区８０２を介して、第二種類記
録の時間情報を設置する。情報注釈区８１９は、モデル確立ユニット１０４が増加した第
二種類記録の第二内容を表示する。ユーザー要請区８０６は、モデル確立ユニット１０４
が確立した第二種類記録のユーザー表示、つまり第二種類記録に関して要請されたユーザ
ーを表示する。モデル確立ユニット１０４は、タイプ設置区８１１を介して、第二種類記
録のタブ、例えば、人事、仕事、会議等を増加する。モデル確立ユニット１０４は、プラ
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イベート設置区８１７を介して、第二種類記録の閲覧権限、例えば、本人のみ閲覧可能又
は公開閲覧という権限を設置する。本人のみ閲覧可能な場合、該第二種類記録は、要請さ
れたユーザーのみ閲覧できる。公開閲覧である場合、第二種類記録を発信するユーザーの
友人らも閲覧できる。これにより、要請されていないユーザーでも、予定事項を知ること
ができる。モデル確立ユニット１０４は、位置情報区８０７を介して、第二種類記録が含
む場所情報を増加できる。
【００１８】
　モデル確立ユニット１０４は、重複設置区８１５を介して、第二種類記録が周期的に実
行される周期時間を設置する。第二種類記録は、日、週、月又は年という様々な周期で繰
り返して実行されることが可能である。例えば、重複時間が毎週火曜日及び金曜日に設置
されている場合、第二種類記録は毎週火曜日及び金曜日に実行される。これにより、第二
種類記録を周期的に実行したい場合、ユーザーは、第二種類記録を何回も増加する必要は
ない。
【００１９】
　モデル確立ユニット１０４は、リマインド設置区８０４を介して、第二種類記録のリマ
インド時間等のリマインド情報を増加する。
【００２０】
　また、モデル確立ユニット１０４は、ユーザー要請区８０６を介して、第二種類記録に
関して要請したい他のユーザーを増加できる。具体的には、ユーザー要請区８０６内に、
増加したいユーザーのユーザー表示(第二種類記録のユーザー表示に転換できないユーザ
ー表示)、具体的には、サーバ９０６内に記憶されているユーザー表示表９０５内にある
ユーザー表示又はサーバ９０６内に記憶されていないユーザー表示（例えば、既に要請さ
れているユーザーの電話番号、メールアドレス等）を増加できる。
【００２１】
　入力検知ユニット１０２が、第二操作インターフェイス６０１内の確認キー８０８がタ
ッチされたと検知した時、第一種類記録は既に第二種類記録に転換されていることを意味
する。この時、入力検知ユニット１０２は、要請されたユーザーの装置に第二種類記録が
発信されるかどうかを判断する。第二種類記録が発信される必要がある場合、事項処理ユ
ニット１０６は、設置完了した第二種類記録（選択された記録内容及び設置されたリマイ
ンド時間情報、場所及びリマインド音声情報等を含む）を、要請されたユーザー（選択且
つ記録されたユーザー及びユーザー要請区８０６を介して増加された他のユーザー）の装
置に発信する。例えば、第二種類記録は、第一装置９０７及びサーバ９０６を介して、第
二装置９０８及び第三装置９０９に発信される。即ち、第一装置９０７内で確立された第
二種類記録は、サーバ９０６を介して、サーバ９０６に接続されている他の装置に発信さ
れる。
【００２２】
　本実施形態において、ユーザー要請区８０６を介して増加されたユーザーに対して、事
項処理ユニット１０６は、増加されたユーザーのユーザー表示がサーバ９０６内に記憶さ
れたかどうかを判断する。増加されたユーザーのユーザー表示が、サーバ９０６のユーザ
ー表示表９０５内に記憶されていない場合、事項処理ユニット１０６は、増加されたユー
ザー表示と対応する通信方式、例えば、ショートメール又は電子メールによって、第二種
類記録を増加されたユーザーの装置に発信する。ユーザー表示が電話番号である場合、シ
ョートメールによって第二種類記録を増加されたユーザーの装置に発信する。ユーザー表
示がメールアドレスである場合、電子メールによって第二種類記録を増加されたユーザー
の装置に発信する。他の実施形態において、予定事項がショートメール又は電子メールに
よって要請されたユーザーに発信された後、増加されたユーザーは、リンクアドレスを受
信し、該リンクアドレスをクリックすれば、第二種類記録の第二内容及び他の情報を受信
できる。
【００２３】
　事項フィードバックユニット１０３は、第二種類記録を受信した後、第二種類記録の状
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態情報をフィードバックする。
【００２４】
　本実施形態において、サーバ９０６の制御ユニット９０１は、第二種類記録のフィード
バック状態を監視する。本実施形態において、制御ユニット９０１は、第二種類記録の状
態情報をフィードバックしないよう設置される。第二種類記録を受信した時、要請された
ユーザーは、事項フィードバックユニット１０３を介して第二種類記録の状態情報をフィ
ードバックする可能性があるが、第二種類記録を受信しなくともフィードバックする可能
性もある。要請されたユーザーがフィードバックする場合、サーバ９０６は、要請された
ユーザーのフィードバック情報を、第二種類記録に関する要請された全てのユーザーに更
新する。例えば、要請されたユーザーの一人が、第二種類記録を受信しない（例えば、会
議要請を拒否する）とフィードバックすると、サーバは、該ユーザーが第二種類記録を受
信しないというフィードバック情報を、第二種類記録に関する全ての要請されたユーザー
に通知する。これにより、要請された全てのユーザーは、第二種類記録のフィードバック
状態をチェックできる。表示駆動ユニット１００は、第二種類記録のフィードバック状態
、例えば、三人がフィードバックし、二人がフィードバックせず、三人が受信しないとフ
ィードバックするということを表示する。
【００２５】
　事項処理ユニット１０６は、第二種類記録を削除する予定があるかどうかを監視し、ま
た、第二種類記録を削除する予定がある場合、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録
が、周期的に実行される記録であるかどうかを判断する。第二種類記録が周期的に実行さ
れる記録である場合、事項処理ユニット１０６は、表示駆動ユニット１００を介して、第
二種類記録又は第二種類記録の今回の実行時間(例えば、今週の火曜日)を削除するかをユ
ーザーに質問する。第二種類記録を削除すると選択された場合、事項処理ユニット１０６
は、サーバ９０６を介して、「該記録は削除された」と全ての要請されたユーザーに通知
する。第二種類記録の今回の実行時間を削除すると選択されると、事項処理ユニット１０
６は、サーバ９０６を介して、「該記録の今回の実行時間は削除された」と全ての要請さ
れたユーザーに通知する。
【００２６】
　事項処理ユニット１０６は、予定事項を更新する予定があるかどうかを監視し、また、
第二種類記録を更新する予定がある場合、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録が、
周期的に実行される記録であるかどうかを判断する。第二種類記録が周期的に実行される
記録である場合、事項処理ユニット１０６は、表示駆動ユニット１００を介して、第二種
類記録を更新（第二種類記録の実行時間を、毎週火曜日及び金曜日から、毎週木曜日及び
水曜日に変更する）又は第二種類記録の今回の実行時間を更新する(例えば、該記録の今
回の実行時間を、今週火曜日から今週水曜日に更新する)かをユーザーに質問する。第二
種類記録を更新すると選択された場合、事項処理ユニット１０６は、サーバ９０６を介し
て、「該記録は更新された」と全ての要請されたユーザーに通知する。第二種類記録の今
回の実行時間を更新すると選択された場合、事項処理ユニット１０６は、サーバ９０６を
介して、「該記録の今回の実行時間は更新された」と全ての要請されたユーザーに通知す
る。
【００２７】
　本実施形態において、第二種類記録の削除及び更新は、第二種類記録を確立したユーザ
ーのみが実行できる。
【００２８】
　図８に示したのは、本発明の実施形態に係る記録確立方法のフローチャートであって、
以下のステップを備える。
【００２９】
　ステップＳ１において、ユーザーは、入力装置３０を介して、少なくとも１つの第一種
類記録を選択する。
【００３０】
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　ステップＳ２において、入力検知ユニット１０２は、第一種類記録が第二種類記録に又
は第三種類記録に転換されるかどうかを検知する。第一種類記録を第二種類記録に転換す
ると選択された場合、ステップＳ４に進む。第一種類記録を第三種類記録に転換すると選
択された場合、ステップＳ３に進む。
【００３１】
　ステップＳ３において、モデル確立ユニット１０４は、第一種類記録の第一内容を第三
種類記録の第三内容に転換する。
【００３２】
　ステップＳ４において、モデル確立ユニット１０４は、第一種類記録の第一内容を第二
種類記録の第二内容に転換すると共に、第一種類記録のユーザー表示を第二種類記録のユ
ーザー表示に転換する。
【００３３】
　ステップＳ５において、入力検知ユニット１０２は、第二種類記録に関連情報が増加さ
れるかどうかを検知する。関連情報が増加された場合、ステップＳ６に進み、関連情報が
増加されていない場合、ステップＳ７に進む。
【００３４】
　ステップＳ６において、モデル確立モジュール１０４は、第二種類記録に関連情報を増
加した後、ステップＳ７に進む。
【００３５】
　ステップＳ７において、入力検知ユニット１０２は、第二種類記録が要請されたユーザ
ーに発信されるかどうかを判断する。第二種類記録を発信すると選択された場合、ステッ
プＳ８に進み、第二種類記録を発信しないと選択された場合、ステップＳ１０に進む。
【００３６】
　ステップＳ８において、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録を、要請されたユー
ザーの装置に発信してＳ９に進む。
【００３７】
　ステップＳ９において、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録のフィードバック状
態を確認し、表示駆動ユニット１００を介して該フィードバック状態を表示する。
【００３８】
　ステップＳ１０において、モデル確立モジュール１０４は、第二種類記録を、記憶装置
４０内に記憶する。
【００３９】
　図９に示したように、ステップＳ６は、以下のステップを備える。
【００４０】
　ステップＳ６０において、モデル確立モジュール１０４は、第二種類記録が要請したい
他のユーザーのユーザー表示を増加する。
【００４１】
　ステップＳ６２において、モデル確立モジュール１０４は、第二種類記録のリマインド
時間を設置する。
【００４２】
　ステップＳ６４において、モデル確立モジュール１０４は、第二種類記録の場所情報を
設置する。
【００４３】
　図９に示したように、ステップＳ８は、以下のステップを備える。
【００４４】
　ステップＳ８０において、事項処理ユニット１０６は、要請されたユーザーのユーザー
表示が、サーバ９０６のユーザー表示表９０５内に記憶されたかどうかを判断する。要請
されたユーザーのユーザー表示が、サーバ９０６のユーザー表示表９０５内に記憶された
場合、ステップＳ８２に進み、要請されたユーザーのユーザー表示がサーバ９０６のユー
ザー表示表９０５内に記憶されない場合、ステップＳ８４に進む。



(10) JP 6039642 B2 2016.12.7

10

20

30

40

【００４５】
　ステップＳ８２において、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録を、要請されたユ
ーザーの装置に発送する。
【００４６】
　ステップＳ８４において、事項処理ユニット１０６は、第二種類記録を、ショートメー
ル又は電子メールによって要請されたユーザーの装置に発信する。
【符号の説明】
【００４７】
　１０　プロセッサ
　１００　表示駆動ユニット
　１０２　入力検知ユニット
　１０３　事項フィードバックユニット
　１０４　モデル確立ユニット
　１０６　事項処理ユニット
　２０　表示装置
　３０　入力装置
　４０　記憶装置
　６０　スマート装置
　６００　第一操作インターフェイス
　６０１　第二操作インターフェイス
　６０２　第一記録
　６０４　第二記録
　６０６　第一内容
　６０８　ユーザー表示
　６０９　第三操作インターフェイス
　７００　電話ショートカットアイコン
　７０２　ショートメールショートカットアイコン
　７０４　チャット応用アイコン
　７０６　予定項目確立アイコン
　７０８　ノート確立アイコン
　７１０　ナビゲーション区
　８００　タイトル区
　８０２　実行時間区
　８０４　リマインド設置区
　８０６　ユーザー要請区
　８０７　位置情報区
　８０８　確認キー
　８１１　タイプ設置区
　８１５　重複設置区
　８１７　プライベート設置区
　８１９　情報注釈区
　９００　処理モジュール
　９０１　制御ユニット
　９０３　記憶モジュール
　９０５　ユーザー表示表
　９０６　サーバ
　９０７　第一装置
　９０８　第二装置
　９０９　第三装置
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